
大阪短歌チョップ２	 ２０１７年２月２５日  
トークセッション：「あつまる、ひろがる〜短歌の「場」の現場から〜」  
司会｜光森裕樹	 ｜パネリスト：荻原裕幸、田中ましろ、石井僚一  
 
【光森】 
こんにちは。トークセッションの司会を務めさせていただきます光森裕樹と申します。よ

ろしくお願いいたします。司会を土岐友浩さんが担当する予定だったのですが、どうして

も外せない予定ができてしまいましたので、光森の方で担当させていただきます。このト

ークセッションは今から２時間くらいの長丁場になります。タイトルは「あつまる、ひろ

がる	 短歌の「場」の現場から」ということで、荻原裕幸さんと田中ましろさん、そして

石井僚一さんにお越しいただきました。色々な話が出てくると思いますが、少しでもみな

さまの中で持っていってもらうものがあればうれしいなと思います。 
 
まず「場」という言葉ですが、荻原さんも関わっておられました、１９９９年編纂の岩波

現代短歌辞典（岩波書店）の中で、書かれているんですね。それくらい短歌において「場」

というのはよく語られることなのですが、かいつまんで説明します。「場」という用語の説

明は加藤治郎さんがお書きになっています。 
 
ば【場】 
短歌の解釈や鑑賞の前提となり読み方に方向性を与えるもの。三一音の短い詩型を自立

させる基盤である。岡井隆『現代短歌入門』によって詳細に理論化された。作者名・性

別・年齢・職業・所属結社といった作者に関する情報、連作の表題や詞書き・前後の作

品からの影響は、場を形成する基礎的な要素である。また、歴史的事象や社会背景も作

品の場となる。中でも重要なのは、歌人や流派の作歌理念である。たとえば写実を標榜

する結社においては、詠まれた内容は作者の実体験に忠実なものという前提で鑑賞され

てきた。しかし前衛短歌以降そういう約束事は絶対的なものではなくなっている。場は、

時代の思潮につれ変化し、変革し得るものである（加藤治郎） 
『岩波現代短歌辞典』（１９９９年	 岩波書店）より 

 
ここに書かれている「場」は、どちらか言えば、短歌が一首として読まれなくて、並んだ

時にお互いに作用したりだとか、歌集で読まれる時、あるいは作者名が付いた時や新人賞

の場において、色々な読まれ方がされ得たりするだとかという意味で、用いられています。

少し言葉を変えるとすれば、磁場だとか重力場だとかの言葉の方が分かりやすいかもしれ

ないです。短歌が色々な影響を受けて読まれるということですね。 
ただ、今日来られた方が「場」と聞いた時には、たとえばこういった短歌チョップの集ま

りだとか、文学フリマや同人誌だとか、どちらかと言えばメディアに近いような印象を持



たれると思います。短歌の「場」という言葉はそれだけ幅広い意味を持っています。もち

ろん新しいメディアには、新しい読まれ方、新しい磁場が発生しますので、セットとなっ

ていますが、話の内容として「場」という言葉がメディアを意味しているのか、あるいは

一首だけじゃなくて色々なものから影響を受けて読み方がそこから変わったり、新しい読

み方が生まれたりする、という意味での「場」なのか、ということはご判断いただきなが

ら聞いていただきたいと思います。 
 
私から、御三方を簡単に紹介させていただきまして、それぞれの方に、関わってこられた

「場」だとか、これからの「場」についてどう思っているか、をお聞きしたいと思います。 
まずは荻原裕幸さんです。まず荻原さんは１９６２年（昭和３７年）生まれです。１９８

７年に「青年霊歌」３０首で第３０回の短歌研究新人賞を受賞されています。その翌年に

は第一歌集を出されました。それから第四歌集まで立て続けに出されて、少し間が空いて

２００１年には第五歌集を含む全歌集『デジタル・ビスケット』を刊行されています。 
荻原裕幸さんについての「場」を考えた時に三つ、私が思い浮かべるものがあります。最

初に思いつくのはインターネットです。少し前のインターネットでの短歌関係のサイトや

企画、そういったものには必ず荻原さんが関わっておられた印象です。たとえば「電脳短

歌のイエローページ」、これはリンク集です。それから「電脳短歌のＢＢＳ」。掲示板とい

う言葉自体が今では懐かしくなってしまいましたが、藤原隆一郎さん、穂村弘さんの掲示

板と言われるようなサイト、そういったものの起ち上げを行っておられたのが荻原さんで

す。 
二つ目は、歌葉新人賞です。２００２年には加藤治郎さんと穂村弘さん、荻原裕幸さんの

３名が選考委員となられて歌葉新人賞を創設されました。掲示板でリアルタイムに実際に

選考したり、こういった公開の場においてリアルタイムで選考したりと、かなり変わった

賞ではありましたが、今から振り返ると斉藤斎藤さんだとか笹井宏之さんだとか、多くの

方がデビューして、とても短歌史的に大きな賞だったと思います。 
三点目が短歌雑誌「短歌ヴァーサス」です。歌葉新人賞と時期をほぼ同じにしますが、２

００３年に荻原裕幸さんが責任編集で創刊されて、以後２００７年までに１１号が出まし

た。枡野浩一さんから始まって、色々な方を表紙にしながら１１号まで続きました。 
 
続いて田中ましろさんです。田中ましろさんは１９８０年（昭和５５年）生まれです。 
ましろさんと聞いて思いつくのも三つありまして、一つ目がやはり「うたらば」です。「う

たらば」は２０１０年に「私財を投げうって」というコピーとともに登場した短歌と写真

のフリーペーパーです。２０１０年に創刊準備号的な０号が出て、以後ナンバリングタイ

トルとして１７号まで出ていて、今でも続いています。 
二つ目が『かたすみさがし』（書肆侃侃房・新鋭短歌シリーズ）という２０１３年に第一歌

集として出された歌集です。ＱＲコードが付いていたり、パスワードを入力することによ



って、田中さんの短歌と色々な音楽なり動画なりとコラボレーションされたものが見られ

たり、というのがすごく新しいと思います。人や短歌が集まる場というよりも、映像や音

楽と組み合わせた時にどういったふうに短歌が読まれるのか、ということに果敢に挑戦さ

れている印象があります。 
三点目は「短歌男子」です。これも２０１３年ですが、男性歌人のグラビアを集めた同人

誌です。当時、大丈夫なのかという不安とともに見ていましたが、かなり大好評で何回か

増刷もかかっています。「短歌男子」に関わらず、最近では「歌人のふんどし」というよう

なものもあります。短歌を集めて一冊の形にして、それが試みとして非常に新しく、本の

見た目としても美しい、というのが田中ましろさんが作ってこられた「場」なのかなと思

います。 
 
最後に石井僚一さんです。石井さんは１９８９年生まれですから、平成生まれの歌人です。 
石井さんと聞いて思いつくものを三つ挙げますと、やはり最初は短歌研究新人賞の受賞と

同時に起こった「虚構論争」です。２０１４年の第５７回短歌研究新人賞を受賞した「父

親のような雨に打たれて」という３０首が、歌の中ではどうにもお父様が亡くなられてい

るように見える。しかしながら実際にはお父様が生きておられた、ということで、そうい

った虚構自体は問題ないのですが、その事実が北海道を中心とした地方紙には載ったけれ

ども、その他のところでは知らない人も多かった。それはいいのか、ということで加藤治

郎さんが虚構の議論について話し合う必要性があるのでは、ということをおっしゃいまし

た。新人賞という場は名前や性別は取っ払って読まれるのが前提なので、そのような場に

おいて虚構の作品を出すというのがどういうことなのかと、色々と議論が起こったのが、

「場」に関わる印象深いことかなと思います。 
二つ目と三つ目は、「石井僚一短歌賞」および「毎月歌壇」です。「石井僚一短歌賞」はご

自身でも短歌賞をやってみたいということで、創設されました。第一回がすでに募集され

て結果も発表されています。同時に「毎月歌壇」という、谷川電話さんと一緒に月ごとに

歌を集めて選をしてコメントをつけて、それをネットプリントというかたちで発表する、

ということを試みられています。二つ目も三つめもかなり変わった「場」で、こちらも最

初は大丈夫かなと思いながら見ていました。今日来られている３名の方は、その時その時

で短歌の世界の中で「大丈夫かな」と思われてきたことに、チャレンジされてきた方だと

思います。 
 
チャレンジという点で共通点がありますが、御三方の関係性ということに触れておきます

と、田中ましろさんの年齢に２年を足すと、荻原さんが第五歌集まで出していた年齢にな

ります。だから田中さんはあと２年でだいぶ頑張らないといけないですね。それからさら

に２年足すと、歌葉新人賞を始めていたので、田中さんがあと４年後にどうなっているか

が楽しみです。それから石井僚一さんと荻原さんは、実は短歌研究新人賞を受賞した年齢



は同じです。そこから二年経って、その頃には荻原さんは第一歌集を出していて、かつ朝

日新聞の中日版に連載まで持っていたということです。石井僚一短歌賞はたしかに早く創

りましたが。そのあたり、時代が違いつつも共通点のある三人と思いますので、色々話を

伺いたいと思います。 
 
では、お一人１０分くらいでお考えになっていることだとか、ボールをキックしてみたい

ということを中心に話していただきたいと思います。 
 
【荻原】 
荻原裕幸です。よろしくお願いします。２時間は長いですから、肩の力を抜きながらやっ

ていきたいと思います。いきなり光森さんが若い人に変なプレッシャーをかけていました

が、時代が違えば色々と違うことがいっぱいあるんじゃないですかね。「場」というのは、

加藤治郎さんの辞典の記述もありましたが、難しくてよく分からないので、もう少しざっ

くりと話せたらと思います。 
その加藤治郎さんと、さきほど紹介いただいた歌葉の新人賞も含めて色々な「場」をめぐ

る活動を、私はしてきました。「フォルテ」という同人誌を１９８７年に出したのが、彼と

の活動の初めでした。それもそもそも「場」という問題から始めたことだったんです。加

藤さんが８６年に短歌研究の新人賞を取って、私はその翌年にいただきました。分かって

はいたんですが、総合誌で新人賞を貰ったからといって、翌月と翌々月くらいは作品に関

する原稿依頼があっても、それ以降顔を出す場が生じることがほとんど無かったんですね。

それも事前に知っているので、加藤さんに「２０首とか３０首ぐらいの長さの作品でも、

そういう場が短歌総合誌に無いんだったら、自分たちで同人誌を作りましょうか。」という

ニュアンスで持ちかけました。大塚寅彦さん、西田政史さん、水原紫苑さん、辰巳泰子さ

ん、あたりが同人で、そのような同人誌を起ち上げました。多少参考になるかもしれない

ので数字を言っておきますと、全部で５００部刷りました。今では多いのか少ないのかは

分からないですが、その時の同人誌としては異常な量でした。で、全部は売り切れません

でした。今も家のどこかに在庫が眠っています。もちろん寄贈もしています。そのうち百

数十部くらい、抑えるべき人を研究して、その人たちに送って、そうやって宣伝すれば少

しは機能するかと思いまして。そういう展開をしたんですが、同人誌としては予想してい

た良い感じで色々な人に読んでいただけました。 
ところが、その後、続けていくうちに予想外のことが起きました。我々は、総合誌は新人

賞を取っても場所を提供しないことが前提にあったんですが、総合誌が場所を提供しはじ

めちゃったんですよね。それが８０年代の後半くらいで、たぶん『サラダ記念日』のこと

があったのが大きな理由だと思います。同人誌の一番の大本になっていた動機がぐらぐら

に揺らぐわけです。総合誌から原稿依頼が来て、同人誌の作品を書くのが大変、というよ

うな本末転倒な状況が出てきました。本来は何らかのかたちの場所が欲しくて起ち上げた



ものが、実際に場所ができてしまってすごく妙な印象を持ちました。当初望んでいたこと

が一番良いかたちで実現したわけですから、結果としては嬉しいことだったんですが、何

だろうこれは、という疑問を抱えたまま、その他の事情もあって、二桁いかないうちにそ

の同人誌は終了しました。短歌における「場」の問題について、加藤さんと色々な展開を

していったことを考える時には象徴的な出来事だったなあ、とさきほどあらためて思い出

しました。 
というのは、「歌葉新人賞」や「短歌ヴァーサス」もそういうところがあるからです。つま

り歌壇には自分たちが面白いと思う人、あるいはそれまで見たこともないようなタイプの

人が入る余地が、「場」の隙間がなかったという時期があって、ネットを絡めたり、私自身

が責任編集の雑誌を絡めたりしながら、歌壇とは直結しなくても昔に同人誌を作ったよう

な感覚で、その「場」を自分たちで作ればいいじゃないか的なところが少しはあったわけ

です。純粋に個人的な価値観でですが、面白いと思う人を見つけだしてお願いして書いて

もらって、あるいは新人賞の場合は公募ですから、いい人来ないかなと目を光らせていた

らとんでもない人たちがいっぱい現れてきて、その人たちに何らかのかたちで光を当てら

れたら、ということをやりました。するとこれも、たとえば斉藤斎藤さんが一番象徴的で

しょうね。歌葉新人賞は歌壇メディア的にはとてもマイナーだったと思いますが、短歌の

世界でものすごく話題になり、短歌の世界さえ飛び出して一般のバラエティ番組でも話題

になるような、そんな状態になりました。 
最初からそういうことはもちろん予測していませんが、ある程度は望んでいた方に物事が

動いていくんです。「場」を作ったり、必要だと考えて動きはじめたりすると、雪崩が起き

るようにすうーっと物事が動いていってしまって、自分たちがそこに居座って何かしよう

とする力がうまくかからなくなってしまうことがあります。短歌をめぐる「場」はその繰

り返しかな、と強く感じた次第です。 
たぶん今日のイベントも、おそらく、既存の短歌の世界、歌壇というようなところを中心

とした短歌の世界に、あってほしいけれども存在しない「場」として、企画されていると

思います。けれど、もしかすると数年後かあるいは五年後、十年後かもしれないですが、

角川書店か短歌研究か、そういったところが主催の短歌チョップのようなイベントが起き

て、牛さんはまた新しいことを考えないといけなくなるのかな、ということを思ったりし

ています。 
 
【光森】 
荻原さん、ありがとうございます。簡単にまとめると、既存の歌壇にないからこそ始めた

ことが、後から振り返るとどんどん歌壇が取り込んでいっている、と。それは歌壇が貪欲

なのか、あるいは自分たちの望み通りだったのか、ということは色々と解釈できますが、

私たちが新しいことをするということが、何らかのかたちで短歌の世界にきちんと還元さ

れていた、という希望的な見方をしてもいいのかな、という話だと思います。 



 
【田中】 
田中ましろです。今日は来てくださってありがとうございます。僕の方は「うたらば」の

話をメインにしつつ、最後に他の企画の話にも触れようと思います。 
「うたらば」をご存知ない方のためにもう一度簡単に説明しますが、フリーペーパーです。

全国の北海道から鹿児島までのカフェなどに置かせていただいています。最近では年会費

をいただいて、郵送で自宅に届ける、という有料サービスもしています。最初は「私財を

投げ打って」と言って始めてみたんですが、長く続けるのにそれではあかんやろと方々か

ら言われまして（笑）、お金にすることも考えないと、ということで有料サービスを始めま

した。 
制作の手順ですが、まずネット上でお題を出して短歌を募集します。僕が選んだ作品に、

自分で写真を撮って、パソコンで編集して本が出来上がります。それを全国に配って置い

てもらう、というのが毎回の一連作業で、４カ月に１回刊行しています。 
歩みを見てみますと、一番最初が８６首です。８６首からはじまったものが最新号では５

３５首の投稿数です。最高では６７７首でした。発行部数も最初は手作りで１５０部を作

っていましたが、６００部を超えたくらいから、一人で作るのが限界になってきたので、

印刷業者に出すようになりました。今は１２００部です。この１２００部はこの場でも配

るということで、いつもより多いですが、全国には１０００部くらいは配布してもらって

います。投稿者数もこの７年間で４７名から１５３名に増えました。だいぶ知名度は上が

ってきたかな、と思っています。 
次が、ブログパーツ短歌です。「うたらば」を始める時の宣伝用として始めました。ブログ

パーツという言葉自体が最近は耳慣れなくなっていますが、色々な方のブログに、投稿さ

れた歌が流れるという仕組みです。それを用いて３週間に１回のペースで、僕が選をして

世の中に出しています。ブログパーツは短歌を順番に１０秒ずつ見せていくという仕組み

なので、その１０秒間で意味が分からないと短歌として読者に届かないと思ったので、「１

０秒で分かる短歌」であることを重視しています。たとえば、「神様は神様なりのユーモア

で「ひ・み・つ」の上には「は・ま・ち」がいます」（西村湯呑）。この短歌は「魚」がテ

ーマの時ですが、このような面白系の歌も集めています。１００回以上続けていますが、

最初にブログパーツを貼ってもらっていた９ブログから、９７ブログになりました。投稿

数も最初の５５首から最新で７８７首。ＭＡＸの時は１４８８首集まりました。選は大変

ですがやりがいのある作業だと思っています。実はすごくいい歌なのに、僕が選ばなかっ

たがために世に出ない、というのがすごくプレッシャーで、投稿歌は入念に何回も見るよ

うにしています。 
次は「うたらば」のポジションについて。どういうところにいる人たちに届けたいのか、

ということですが、そもそもは短歌を知らない人、つまりカフェなどに来ている普通のお

客さんに向けて、短歌ってものがあるよ、ということをまず分かってもらう短歌の世界の



入り口の一つになれないかな、というコンセプトで始めました。ただ、そこに届けるため

の短歌を作ってくれるのは、「短歌を詠む人」や「結社」といった方々でないと、外側に出

すためのいい歌はなかなか作っていただけないので、うたらばのターゲットとしては満遍

なく、結社の人、ネットで短歌を詠んでいる人、読者の人、短歌をまったく知らない人と、

幅広く見て戦略を立てています。そのために短歌の選も、短歌を知らない人も読むという

ことを意識しています。どういうものを選んでいるのか、分かりやすいように分類しまし

たので、ひとつずつ見ていこうと思います。 
「うたらば」の短歌の特徴に「共通認識をフックにして読者を納得させる」というものが

あります。「ああ人は諭吉の下に一葉をつくり英世をその下とした」（工藤吉生）これはお

金の話ですね。人類平等と言っているくせにめっちゃ金銭的に差をつけているやんと指摘

している歌です。たとえばもう一つ「非常口マークの奴も時々は逃げたくないと思うんだ

ろう」（葛山葛粉）という。なんかちょっと納得させられますね。非常口マークという共通

認識のところからちょっと違った切り口で歌を作っている、という考えで選びました。 
次の特徴です。「読者の脳内に想起させるイメージが魅力的」一枚絵として頭にふっと浮か

ぶイメージがすごく美しいということです。「縦書きの国に生まれて雨降りは物語だと存じ

ています」（飯田和馬）この歌は、ツイッター上のうたらばの短歌 botでもすごくリツイー
トされたことがありまして、文字だけでも２０万人くらいには届きました。「うつくしき他

者の介在なだらかな腹に手を添へ微睡む姉は」（飯田彩乃）これもイメージとして美しい、

という考えで採用している歌です。 
次の特徴です。「切り取られた３１文字の前後にある物語を考えさせる力がある」行間がた

っぷり含まれていると言うんですかね。「黙らせるために渡した飴なのに「おいしいね」っ

て君は笑った」（赤井悠利）どんな関係なんだろう。女の子のちょっと白けてる感じがいい、

と捉えました。「「あかるいね、性格」「まあね（本当は自分をちぎって燃してるだけ）」」（柴

田葵）これも内面を書いて、この二人の関係性を匂わせている短歌ですね。 
次の特徴は「作中主体がどうしようもないほど人間らしくて好感が持てる」です。人間や

なー、という感じの歌が僕はすごく好きです。「友人を慰めつつも焦げてゆくカルビばかり

を目で追っていた」（山本左足）友人の話がつまらないんでしょうね。友だちだからうんう

ん言ってるけど、横目でずーっとカルビを見ている、というシチュエーションのリアルな

感じ。そういうことってあるよね、という感覚はすごく響きやすいと思っています。「距離

を置く作戦実行中ですが月がきれいで話がしたい」（千原こはぎ）これも恋愛における可愛

さが出ています。もうだめなのか、という恋愛の惚れちゃっている感じのニュアンスがよ

く伝わってくる、という短歌です。 
単純に「面白い。」というのも特徴です。人間の場合は作中主体の性格がいいというのがあ

るんですが、ものとかが面白いのも結構あります。「室伏が浜辺で投げたハンマーをくわえ

て戻る室伏の犬」（関根裕治）着目点がすごいなと思ったんですよね。人偏の横に犬が付い

ていて、あの人偏がきっと室伏さんなんでしょうね。ばぁーってハンマーを投げたら室伏



の「伏」から犬が走って離れていくイメージが面白いし、引き込まれました。「笑える」っ

てすごいと思うので、面白い歌も結構選んでいます。 
ここまでの歌はブログパーツの歌ですので、１０秒で分かる、という基準で選んでいます

が、フリーペーパーの方はもうちょっと世界観重視です。全体の世界観で、まったく短歌

を知らない人を引き込みたいと思っています。「花瓶	 その花の終わりにふさわしくまたう

つくしいお墓でしたね」（木下龍也）こういう短歌にイメージとしての写真と、僕の言葉を

添えています。ビジュアルと短い言葉で短歌の読みをちょっと手伝ってあげる、というの

がフリーペーパーの考え方です。 
「似たやうなドアが並んでゐる春を君は制服なんかで選ぶ」（太田宣子）「引き寄せる力と

遠くなる力ひとつだけ月を持つさびしさよ」（ユキノ進）「夕焼けに機械の音は軋みつつ港

湾都市の末期の光」（鈴木加成太）これらの短歌もイメージとセットにしています。短歌を

知らない人まで届けなきゃいけない、という時に小難しい歌を提示してもまったく短歌を

読めない人は良さがわからないわけですし、短歌を知らない人でも分かる、けれどもいい

感じに思える、という微妙なラインを探り探りして作っています。 
「うたらば」に関してはこれぐらいにしておきます。最近やった企画で「歌人のふんどし」

の話をしようと思います。「歌人のふんどし」をご存知ない方もいらっしゃると思うので、

どのような企画か話しておきます。まず参加者それぞれが連作タイトルだけを、好き勝手

に考えます。その連作タイトルを参加者内でシャッフルして、自分が担当になったタイト

ルで連作を作らないといけないという企画です。ちょっと自分ではあり得ないタイトルで

連作を作らないといけないかもしれない。ある種の「お祭り」と思っています。それを「や

りたい人いますかー？」と募ったら１４３人集まりました。みんなお祭り好きなんですね。

同人誌って人を集めて一冊の本を作る、というものですが、そこにちょっとイベント化し

て話題を作っていく。僕の中では「短歌を遠くに届ける」というテーマがずっとあるので、

どう話題を作っていくかというところから企画を考えている部分があります。 
無茶ぶりのタイトルがどうだったか、というところを見てもらおうと思います。「餃子の皮

の襞ですよ」とか。「保証人になってよ。」とか。「ひかりって書いときゃなんかサマになる」

は歌人殺しのタイトルですね。「ここで一句！」という短歌連作であるとか。こうすること

で、受け取った人も絶対自分では考えないジャンルで短歌を考えるので、作る側も自分の

中で新しい発見があるんじゃないか、という。実験的ではあったんですが、みんな楽しん

でやっていただけましたし、ツイッター上ではそこそこ話題になれたかな、という企画で

した。 
僕の「場」のテーマは、あくまでも遠くに届けるとか広く読んでもらうということなんで

すね。その方向で考えた時には、「場」の責任、届けていくために何をどうしていくのかと

いう責任があるんじゃないかと思います。なので、何かを考える時には、いつもそこから

始めています。 
 



【光森】 
田中さん、ありがとうございます。荻原さんと同じように、新しい「場」、新しいメディア、

というものを作ってこられたことがよく分かりました。違いとして気づいたのは数字の面

ですね。「フォルテ」がだいたい５００部くらい刷ったことに対して、「うたらば」は色々

な場に配るということを前提に１２００部刷っている、というところ。その時の対象とし

て、喫茶店だとか、こういったイベントだとか、結社を中心と捉えた時にそこから遠いと

ころまで届くように、というところをかなり意識されているな、と感じ取ることができま

した。 
また、たとえば飯田彩乃さんだとか木下龍也さんだとか、今、短歌の世界ですごく活躍さ

れている方も実際に「うたらば」によく投稿されていましたが、ただ、それを歌葉新人賞

における斉藤斎藤さんや笹井宏之さんのように、デビューという言葉では言えないような

感覚もあって、そこらへんがまた新しいのか、何が違うのか、というところが私が個人と

して面白いと思ってお聞きしました。 
 
【石井】 
はい。どうもこんにちは。石井僚一です。よろしくお願いします。僕はこの御二方と比べ

ると超ぺーぺーなんですが、その前提で喋りたいと思います。「場」といことで、僕が普段、

活動している場所の話を最初にした上で、「石井僚一短歌賞」や「毎月歌壇」の話をできれ

ばと思います。 
僕が短歌をちゃんと始めたのは２０１４年の４月ぐらいです。その頃に北大短歌会に入っ

て、短歌ないし歌会というものにドはまりしていった感じです。要するに、田中ましろさ

んが作っていた「短歌男子」が２０１３年、「うたらば」が２０１０年、の頃なので、その

時代を知らないで短歌を始めたわけです。 
スライドの写真は機関誌が出るのでその話し合いをしているところです。今のところ細々

と和気藹々とみんなでやっています。学生短歌会の話をすると、今ものすごく流行って色々

なところに学生短歌会ができています。早稲田大学の短歌会と京大の短歌会はずーっと長

いことあったんですが、ここ５年ぐらいで色々な各大学に短歌会ができました。北大短歌

会も今年で５年目くらいです。普段はその中で活動しています。 
「石井は生きている歌会」という歌会を、自分自身で開いて色々なところでやっています。

これは広島に行った時の写真です。この後、岡山でもやっています。 
僕自身が短歌に出会ったきっかけが超結社の歌会だったんですね。結社という組織に入っ

ていなくても誰でも参加できますよ、という歌会です。北海道に「らっこ歌会」という歌

会がありまして、そこで山田航さんという方から「北大短歌会ってどう？」と言われて、

北大短歌会に入った、という流れです。なので入り口は超結社の歌会になります。そうい

う意味も込めて、色々なところで歌会をやって、色々な人と短歌をやろう、ということで

す。「場」と言われると、僕の中では歌会が一番思い浮かびます。 



「石井僚一短歌賞」は、２０１４年に短歌研究新人賞を受賞しまして、それで賞をやりた

いなーと思ってやりました。ここが一番大事なところなので、強めに言っておきます。賞

については『稀風社の貢献』という冊子にまとまっていて末尾に理由についてごちゃごち

ゃ書いていますが、一番のきっかけはとにかくやりたいと一瞬でも思っちゃったからです。

これが本当にめちゃくちゃ大事で、色々な理由は後から付けているだけです。すぐ人間は

諦めて何もしなかったり、あれやりたいなと思ってもできないと思ってしゅんとしちゃっ

たりするんですが、それを続けていると自分の中のテンションとか好奇心の芽とかがどん

どん死んでいくんですね。なので、できるだけのことはやっておこうと思って、相当やり

ました。それがバックグラウンドにあります。 
この写真は選考委員のお一人、情田熱彦という方です。賞をやるにあたって後援してくれ

た稀風社という組織の関連の方、というか変な人です。この写真は寺井龍也さんです。超

イケメンです。寺井さんは僕が短歌研究新人賞を取った時の同年に現代短歌評論賞を取っ

ていて、そこでお会いしました。寺井さんの存在は賞をやるきっかけの一つです。評論の

新人賞を取っているのに、なかなか活躍の場がないんじゃないか、というのも念頭にある

ので、さきほどの荻原さんの話とも重なるかと思います。今でこそ時評とかも担当してい

て、どんどん出てきているのかなと思いますが、やっぱり受賞直後はあまり場がなかった

ので、是非ともやってほしいと寺井さんをお呼びしました。この写真はケーキを食べる僕

です。こんな感じで選考しました。 
出てきた歌を少し紹介します。この「ひかりさす」が受賞作になります。「うすあかりあな

たの頬のやわらかさなにがあっても生きてゆきたい」「なにひとつまちがってない	 いつ答

えあわせをしてもしあわせである」（ほしみゆえ）石井僚一短歌賞は１５首から２０首の連

作を募集するということで、これは１５首の連作でした。一般的な新人賞は３０首なので、

１５首ならではというか、３０首でこのテンションだときついのかなと。１５首だときれ

いにまとまるので、その選定によって出てきた連作かと思いますね。僕がすごく受賞に推

しました。 
次席は「これからはひとりで」という作品です。寺井さんが推した作品ですね。「昼と夜い

れかはるときかすかなる音を聞きたり体躯の骨に」「すぐ嘘とわかる言葉を聞き流すピアス

ホールの向かうの川へ」（杉本なお）旧仮名遣いでどっしりと構えた歌、という感じですね。 
次は「２１歳」という情田熱彦さんがとった作品ですね。「プリクラでファック・ユーのポ

ーズとる低所得者の女ふたりで」「即日のエイズ検査が陰性でやったねという名の海老よこ

せ」（やまだわるいこ）この３つが、各人が１位に推した作品です。結果的に受賞はほしみ

ゆえさんになりましたが、見て分かる通り三者三様でばらばらという感じです。やっぱり

選者のくせのようなものが出るのかなと思います。ざっくり石井僚一短歌賞はこんな感じ

です。 
で、僕は歌会が大好きなので歌会をやるんです。この写真は受賞記念歌会です。ほしみゆ

えさんが素顔で来るのは恥ずかしいと言うので、みんなで鼻眼鏡をつけて参加しましょう、



ということで。石井僚一短歌賞に応募してくれた人限定で集まって、歌会と授賞式をやり

ました。写真は受賞のほしみゆえさんと僕が笑っているところです。和気藹々と楽しくや

っています。 
次は「毎月歌壇」です。谷川電話さんと毎月インターネット上で短歌を募集して、それに

評を付けて、ネットプリントでプリントとして出力できる、というものです。毎月５０首

くらいの投稿があって、発行部数は１００ぐらいですかね。匿名で選んでいます。次の写

真は「分っかんねえなーどれがいいんだろう」って言っている僕です。歌の紹介に行きま

す。「そばにいて。バールのようなものがいまバールに変わるからいまそばに」（西村曜）

評をすると長くなるので割愛しますが、そばにいてという熱狂的な思いを説得するのにバ

ールのようなものが今バールに変わるから、と比喩が具現化することを言うんですよね。

そこの切実さに惹かれて採りました。西村さんは常連で、僕と谷川さんのＷ選に３回くら

いなっていて、採用頻度が高い方です。「うたらば」でも常連みたいです。「あほやけんい

ちたすいちもわからないまんまわたしはひとりでいま酢」（尼崎武）これは谷川さんが採り

ました。最後の「酢」は何なんだ、という歌です。谷川さんは、これは「哀しい誤字」と

書いていますね。さみしくて仕方がなくて投げやりになって、あえて酢という表記にした

のかもしれない、と。感動に似た何かを覚えた、と。そういう評をしています。「イルカが

とぶイルカがおちる何も言ってないのにきみが「ん？」と振り向く」（初谷むい）さきほど

の歌と同じ号の恋愛の歌ですが、これがツイッターで伸びました。尼崎さんがツイートし

てくださって、１００ぐらいお気に入りに入れられて、すごくネット上で反応の良かった

歌です。 
「毎月歌壇」も、谷川電話さんがすごく面白い人なんです。でも電話さんはネットが怖い

と言ってツイッターもあまりやってなくて出てこないんです。なので、人の目に見えると

ころに電話さんを置いておかないと駄目だと思って、それで声をかけた、というのが根っ

こにあります。あと、やっぱり歌会がベースにあるので、石井僚一短歌賞にしても「毎月

歌壇」にしても、人の短歌を読んで評をするということを少しでも開いていきたい、とい

うのをモチベーションにしてやっています。 
 
【光森】 
石井さん、ありがとうございます。お話を聞いて、インターネットの力を借りてはいると

思うんですが、基本的には歌会的な直接会うようなアナログ的なものが石井さんのベース

の中にあるような気がしました。そこが、荻原さんが８０年代から９０年代にかけてずっ

と関わってこられたことや、田中さんが積極席にされていること、つまりインターネット

をいかに活用するか、というのと少し違って一番面白いと思いました。その一方で石井僚

一短歌賞に関しては、荻原さんが創設された歌葉新人賞の一回目よりも応募数が多かった、

ということがどういう意味をもたらすのか、それからそこで受賞された方は今後何かが保

証されているのか、あるいは賞というものが何かを保証しないといけないのか、というと



ころも私としては興味があります。 
それぞれの方に色々な視点で「場」について語っていただきました。以降はノープランで

すので、それぞれにマイクを握りしめていただいて、関西らしく見事にボケとツッコミを

披露していただこうかなと思います。まず、私から石井さんに聞きたいんですけども。今

日、土岐さんが来られていなくてチャンスなので、土岐さんの話をしますが、昔、土岐さ

んが京大短歌賞をやりたいと京大短歌会の当時の掲示板に書いて、ＯＢの方から止めた方

がいいんじゃないかというハレーションがあったんですね。私も反対したんですよ。ただ、

過去のメールを遡ってみると、京大短歌賞と名付けたのはどうも私らしくて、土岐さんに

謝っていましたが……。元々は京大短歌内のメンバーだけで、連作を集める時に順位をつ

けたら面白いんじゃないか、それを京大短歌賞というかたちで内輪でやったらどうか、と

いう話を土岐さんが掲示板に書いたところから、色々話が広がっちゃったので、私の責任

ではないと思うんですけども、やっぱり京大短歌賞というものをやろうとした時には、私

は批判があって、無くなって当然かなと思ったんですね。そこまで重たい責任は持てない。

賞を取った人に対して何かをプッシュしていくこともできない。京大短歌という場がそう

いうものであるかというと、そうではなくて、もっと自分たちが研鑽する場じゃないのか

な、という印象がありました。そうした場合に、石井僚一短歌賞、って自分の名前を付け

て、動機も基本的にやりたいからというところで、もうアウト中のアウトやと思うんです

よ。やる時に怒られるとかは思わなかったですか。 
 
【石井】 
全然気にしていないです。やりたいからやりますよね。上の人たちのことを気にしていた

ら何もできないじゃないですか。後援の稀風社がアウトローな集団で、三上春海という人

と鈴木ちはねという人がやっているんですが、元々二人がネットで出会ってネットで同人

誌を作りはじめて、という歌壇とか一切関係ないところから出てきた人たちなんですね。

三上さんはそれこそ評論の賞を取ったので、総合誌にも絡んでくる人材になっていますけ

ど。で、三上さんが北大短歌なので、三上さんに「石井僚一短歌賞やりたいんですけど、

どう？」って言うと「はい。稀風社はいいですよ。後援します。」と、それくらいのノリな

ので、何も考えていないです。 
 
【光森】 
石井僚一短歌賞という名前にするのも特にためらいもなく？ 
 
【石井】 
そうですね。名づけの個人的な裏話なんですが、短歌賞をやろうかなと思った時に、ちょ

うど「なんたる星」というネットの結社が「なんたる星大賞」をやっていたんですよ。で

も僕は、なんたる星が何なのかよく分からないから、なんたる星大賞と言ってもよく分か



らないだろうと思ったんですね。石井僚一短歌賞なら、石井僚一という人がいて、短歌を

やっているんだな、ぐらいは分かるだろうと。そのくらいのノリです。 
 
【光森】 
平成生まれですね……。 
 
【石井】 
さっき石井僚一短歌賞に出してくれた人と話したんですが、「短歌を知らないから、石井僚

一は死んだ人だと思っていました。」と言われました。そんな話もあります。 
 
【荻原】 
石井さんの今のネーミングの話は非常に面白いですね。石井僚一短歌賞と付いたら、応募

された方が死んだ人だと思ったというのは、その感覚の方が正常ですよ。そのくらいの名

前がきちんと残っていないと、通常は短歌賞に名前が付かないですよね。それが顰蹙を買

うという感覚を持ったまま、たとえば僕が自分の名前を付けて荻原賞を創ったとなると、

僕は顰蹙を買うと分かっていますので、敢えてやる、ということになります。そうすると

本当に顰蹙を買うんですよ。絶対にやらないですが、加藤治郎さんがやっても顰蹙を買う

はずです。 
でも、石井さんはそれを超越しているんで、大丈夫なんだろうなと思いました。さっきス

ライドの途中で、ケーキを食べる写真がありましたよね。分かんねえなと悩んでいる写真

とか。あれもシンポジウムでやったら顰蹙を買うと普通だったら分かりそうなんですが、

みなさんも普通に見ていましたよね。だから、彼の個性なんだろうと思います。平成生ま

れとかそういうことじゃなくて。心に濁りがある状態でやっちゃ駄目なんですよね。澄み

切った状態でやらないと。おそらくそういうことも影響しているんだろうと思います。 
そもそも田中さんの話も、石井さんの話も、短歌の世界に一般的にこういうことがあって、

そこから自分はどのような距離を取っています、という話がまったく無いんですよね。短

観のシンポジウムに何度も出演したり、話を聞いたりしていますが、お二人くらい何の屈

託もなく自分の自然なスタンスを語り続ける人を見るのが初めてで、すごく衝撃を受けて

います。僕はこの２０年くらい結社的に無所属で活動しているので、それだけで短歌の世

界、いわゆる歌壇的な歌人の集まりの中で言うと相当に珍しいスタンスです。でもお二人

はまったくそのへんを意識していないし、たぶんお二人だけじゃなくて、今日いらっしゃ

っている方たちの多くもそうですよね。かつてであれば、たとえば結社に所属するとか、

歌集を刊行するとか、いわゆる短歌系の出版社が絡んでいる新人賞に応募するとか、そう

いったことを自分の立ち位置というかスタンスやスタイルとして、ある程度安定的に続け

ることを求めていたと思いますが、良い意味でも悪い意味でも、その立ち位置がまったく

変わっている人たちが大勢いる、というのは思います。でも、こうして話を聞いていると、



歪んでいるところは全然なくて、すごく楽しいですね。自分は歌壇の表に出る人間じゃな

いから、と言って結社に対してすごく敵対心を持っていたりだとか、あるいは出版物も普

通の出版社から出してもいいはずなのにわざわざ敢えて近所の印刷屋さんで作ったりだと

か、そういう人は見かけましたが、彼らはそうじゃない。彼らのようなスタンスでやって

いる人がいる、というのは僕にはとても新鮮で楽しいです。知識や情報としては、分かっ

ていましたが、目の前で見ると、本当にそうなんだなと思って、衝撃を受けているところ

です。 
 
【田中】 
僕は自分ではちゃんとやっているつもりでいて、「うたらば」の活動では、選をするときに

毎回、数百首、３週間に一回のペースで読む、ということなので、これは数百首単位の歌

会を一人でやっているような感覚なんです。つまり読むという行為と量については担保さ

れると思ったんですが、自分で短歌を作る機会がなくなるという懸念があったので、「かば

ん」に入りました。定期的に締切が来て、詠むという機会を与えないと、readばかりで make
しない自分が出来上がってしまう、と。選んでいるだけの人間では仕方がない、実作者と

しての活動も同時並行してやらないと示しがつかない、というのはありました。 
荻原さんが歌壇に隙間がないとおっしゃったところ、うんうんとすごく頷いてしまいます。

歌集を出そうが、何をしようが歌壇側から、総合誌の方から原稿依頼をいただく機会は、

今も変わらず隙間が無いです。石井さんもすごく頷いていますが。 
それで僕はまあいいやとそこを諦めました。ただ逆に、僕の方が面白いことをしていたら、

向こうから寄ってこないかな、と思ってやったのがたとえば「短歌男子」で、とにかく話

題になったら、向こうから関心を持ってくれるんじゃないかと思って、作りました。実際

にかなり話題になって、販売数も７００部くらい売れたりだとか、新聞からも取材がきた

りだとか、色々あった結果、ブームが去った後くらいに、ある出版社さんが歌人のグラビ

ア付きのアンソロジー本を出されたんですよね。その時に「ん？これ、企画パクられたん

とちゃうかな？」と（笑）。ただそれは一番の名誉だと思ったんです。パクったかどうかは

知らないですが、「短歌の作者が読者に見えるタイプの本」を作るということをしてくれた

のは嬉しかったです。自分のしたいことが届いたのかなと。 
 
【光森】 
田中さんは、短歌男子をする目的とか目標とかはすごく計算されてたと思うんですが、で

もやっぱり何か言われるかも、という気持ちはなかったですか？「うたらば」で言います

と、選の基準などについて言われたこともあったような気がしますし。 
 
【田中】 
ありました。 



 
【光森】 
「短歌男子」も私は最初、アウト！と思ったんですが、ツイッターでの評判が良かったの

で、まあまあ「廣野くん、格好いいな」みたいな感じでもいいんじゃないかと思いました。

やっぱりギリギリのところを攻めていって、非難を受けるということを……。 
 
【石井】 
何に怯えているんですか？ 
 
【光森】 
怯えているわけではないんですが、私は同人誌をするだとか、インターネットで何かをす

るだとかの時に、やっぱり歌壇というものを意識してやっていたと思うんですね。歌壇と

いうものを明確に定義はできないですが、もしかしたら荻原さんがおっしゃったことに近

くて、隙間がないとか、不足しているものとか、そういうことを考えながらやってきたと

思います。 
ただ、一方で最近の、石井さんとかの様子を見ていると、歌壇というものがあるにしても、

そんな恐ろしくて怖いものではなかったような気もしているんですね。そうなってきた時

に、自分自身がこれから何をやっていこうかと考えて、バックボーンというか、反抗すべ

き親がいないという感じにもなっています。何に怯えているのかは分からないんですが、

あらためてそのへんを突き付けられたのは、田中さんとか石井さんの活動かなと思います。 
 
【田中】 
どうなんでしょうね。別に僕は歌壇を恐れているということはまったくなくて、「短歌男子」

の時も、石井さんと一緒で「おもろいやん、やろう。」だけが動機で、歌壇から批判される

かどうかという視点はなかったです。逆に言うなら、やってみた結果、駄目なら無視され

るだけだし、面白かったら食いついてくるかもしれないし、そういう意味では失うものが

何もないので。１０人の歌人にはスーツを着てもらって、かっこいいポーズを取ってもら

って、と振り切ったくらいでやらないと思ってやっていました。 
 

【石井】 

ないないない。失うものは初めからないから。やりたいようにやるしかないです。 

 

【荻原】 

恐れる、というのではないですね。自分が一緒に活動してきた人というのが、いわゆる歌

壇というエリアに非常にたくさんいるわけですね。ある面で非常に意気投合している人た

ちが大勢いるんだけど、その人たちの大顰蹙を買うということが分かっていて、それでや



らないというのはあると思います。元々の人のつながりといった影響があって、特に結社

に所属していて何か活動をすると、それが結社の仲間や主宰にまで影響が及ぶわけです。

だから時々、結社に所属しているとこれこれの活動は禁止されているんだよ、と聞いてみ

んながびっくりしますが、それは当然なんですね。そこの結社の先生が許可したことにな

ってしまうわけですから。だから、自由に活動している人たちが色々なことをやるという

のが今までずっとなかったわけで、本当にそういう意味では新鮮ですね。 

今だったらあまりぴんと来ないかもしれませんが、歌葉新人賞をやった時に、その選考委

員が加藤治郎さんと穂村弘さんと私、というのはおそらく当時はやっては駄目だったこと

なんです。元々、そういうレーベルを作ったのは我々なので合法的に大丈夫というところ

はありますが、歌壇的にはアウトだったと思います。あと、「短歌ヴァーサス」という短歌

総合誌を一歌人が責任編集することも完全にアウトなんですよ。相当、摩擦が起きかけま

した。仲良くしてくれて、どうやったら売れるの？とか相談された出版社もありましたが、

すごく喧嘩腰だったところもあります。たぶんそれから１０年過ぎて、動きがそのさらに

向こうまで行ったんだろうと思います。 

歌壇というものが、得体の知れない存在というか、悪いものではないがいいものにも見え

ない、というところがあります。でも、そこにいる人たちは間違いなく短歌の動きの一部

分を担っているわけで、そこを完全にスルーしてしまうと見失うものもあるんじゃないか

な、ということは今もずーと思い続けていることです。田中さんも石井さんも関心は持っ

ていますよね？ 

 

【田中】 

歌壇がそこから人がいなくなっていくと、短歌のジャンル自体が痩せ細るという懸念がす

ごくあります。短歌のうまい人たちが、歌壇側の中心部にどんどん入っていけばいいと思

うんです。ネットとかを見ていると、玉石混淆な中にダイヤモンドの原石みたいな人がい

たりして、そういう人が歌壇側にどんどん興味を持っていかないと、短歌全体が存続の危

機までとは言いませんが、将来的に見れば誰かがそういうことを促さないといけないと思

っています。 

僕が歌壇に思うのは、自分たちがこういう場所だよということを周りに向かって全然アピ

ールしない、ということなんです。結社も、最近はそうでもないですが、僕が短歌をはじ

めた２００９年当時は本当に「結社って何？」という、秘密結社的なノリで中身が分から

ないものだったんですよね。それだと、やっぱり短歌をやりたくても中に入っていけない。

最近はその問題は緩和されて結社に入る人が増えてきていますが、外側の短歌をやってい

ない人も含めて、原石の人に少しでも興味を持ってもらって、そして、歌壇にまで興味を

持っていってもらう、という道筋としての「うたらば」のポジションを考えているつもり

です。 

 



【石井】 

僕はまだ歌壇はピンときていなくて、誰がその中にいるのかもよく分からない。だから全

然、入ってこない。僕は先週、今回と田中ましろさんと一緒になって、ようやく、こうい

うことをやられていた方なんだと改めて調べたんです。僕は２０１４年から短歌を始めて、

その時には「うたらば」も「短歌男子」もすでにあったもので、過去の出来事なので、何

をやっているのかはよく分かっていなかったです。最近やっと、上の世代とも話すように

なってきて、「夜はぷちぷちケータイ短歌」とかが流行っていたんですよね？ 現代から遡

って、３年ぐらいやって、今やっと、その世代に興味が辿り着いた感じです。 

 

【田中】 

ちなみに僕も２００９年から短歌をはじめて２０１０年には「うたらば」を刊行していて、

歌歴一年で何をやってんねん、ということになると思いつつやっていましたが、石井さん

と一緒でまあいいかというノリでしたね。 

 

【光森】 

私は高校生から短歌をやっていて、京大短歌に入るのも大学に入って五年ぐらい経ってか

らで、色々勉強してからじゃないと扉を叩いちゃいけない、みたいな世代だったので、田

中さんや石井さんの話はやっぱりびっくりします。 

ただ、田中さんがちらっとおっしゃった歌歴一年で何をやってんねんという話で、それを

誰が言うのかというところだと思うんですよね。私は大きな存在として短歌の世界と見て

いたと思いますし、その感覚が駄目だったかというとそうとは思えなかったです。お聞き

したいのは、荻原さんからご覧になって、石井僚一短観賞と歌葉新人賞は目的も違います

し、賞を取った人がどうなるのか、というところも気になるんですが、どのように感じら

れますか？ 

 

【荻原】 

歌葉の新人賞は、もちろん自分たちの純粋な価値観だけで選ぶということを大前提にやり

ましたが、でも、選択した後、そのものに対して個人的な、ではなくて社会的な責任が発

生する、というのは思っていました。果たせたかどうかは分からないですが、ただ単純に

この人を自分は好きですよ、ではなくてそれ以上の何か、を常に意識していましたかね。 

 

【光森】 

短歌の賞には色々あって、総合誌の色々な賞で賞金が出るんですが、私が知る限り、賞金

は「副賞」なんですよね。あくまでも表彰するということが「賞」であって、賞金は「副」

です。歌葉新人賞の場合は歌集を出します、というのがプッシュだったと思います。そう

なった時に、石井僚一短歌賞の場合は３万円が「賞」ですよね。 



 

【石井】 

賞です。僕のポケットマネーから３万円。 

 

【荻原】 

素晴らしいですね。 

 

【石井】 

これは最低限の礼儀と言いますか、お金を渡さないことには何か違うんじゃないかと。 

 

【光森】 

短歌賞の賞金はあくまでも「副賞」であって、栄誉だとか得られたことで約束される、あ

るいは入っていける道筋というものがメインの賞だったと思うんです。対して、石井さん

の場合、受賞した人はこれからどうなっていくんでしょうか。社会的な責任というような、

荻原さんがおっしゃったことはどうお感じですか？ 

 

【石井】 

それは活躍してほしいですよ。受賞者のほしみゆえさんを誘って同人誌やりたいなとか、

ぼやっと考えていますけど、僕自身はまだ全然動けていません。その代わり、稀風社でま

た、新しい冊子でほしみゆえさんを取り上げてくれて、とりあえずは界隈でフォローし合

って、少しずつ押し出していっている感じです。あと、やっぱり続けていくと過去に遡っ

て読む人も出てくるので、ちゃんと続けていきたいと思います。短歌研究新人賞の賞金が

２０万円で、今の石井僚一短歌賞の賞金が３万円なので、７回やると２１万円で貰った分

を還元できるし、最低でも７回くらいはやりたいと考えています。生きている間はずっと

続けたいです。 

 

【荻原】 

石井さんのその感覚は本当にいいなと思って聞いていました。歌葉の新人賞は完全な手弁

当でやっていましたが、一般的に賞の選考をする人は賞の運営側から、お金を貰っている

わけなんです。名前を出しているわけだし、実際に労力を使っているわけだから当たり前

です。石井さんは、自分で頑張って作って、自分で運営して、自分で選んで、その上に自

分のポケットマネーを出している。すごいことだと思いますよ。だから、ものすごく真面

目だなと感じました。その向こうに何か見返りがすぐに見えるような状態でやっているわ

けではなくて、非常にピュアな短歌に向かう気持ちでやっているなと。だから聞いている

と平成生まれだな、とかそういう受け取り方をしてしまうかもしれませんが、でも本当に

短歌に向かっているその姿勢は真摯だなと思います。 



我々の世代という言い方は大変失礼になるので、世代という言い方はしませんが、いわゆ

る歌壇ということをすぐに言ったり、顰蹙を買うことがすぐに分かってしまう場所にいた

りする人間は、たいていは大人の事情でばかり動いていますので、彼の言っている話は非

常にいい話だと思いますね。なかなかできることじゃないと思います。 

 

【田中】 

あと、賞に応募する側の人の気持ちというものも、総合誌の賞とは若干違うものなんじゃ

ないか、と話を聞いていて思いました。応募する側も、石井僚一短歌賞の受賞によって、

その先に自分がものすごいスターになれるとまではまだ期待していない。それはいつか期

待される時が来るのかもしれないけど、現段階ではまだ期待されていないので、成立して

いる、と言えるのかもしれません。賞に自分の名前を付けたので、重責のような話が出て

きますが。 

ネットとかで短歌をしている人たちの空気感のようなものを、最近すごく感じるんですね。

お祭りなんです。さっきの「歌人のふんどし」とかもそうですが、盛り上がってみんなで

楽しい時間が過ごせました、というところまでのやったこと全部を楽しんでいる。そして、

その先は別に気にしない、というような考え方がネットを中心とする歌人の人たちにある

んじゃないか、という雰囲気は感じます。 

 

【石井】 

我々はもう刹那的に生きているので、後のことは考えてられないんですね。でも、石井僚

一短歌賞はやってよかったです。石井僚一短歌賞で初めて連作を作りました、とかそうい

う話を小耳に挟んだりするとやっぱり嬉しいんです。あと、賞という場で一番いいと思っ

ているのは、自分の出した賞は仮に自分の作品が載っていなくても、受賞作とかをちょっ

と熱心に読むんですよね。僕も経験したことですが、やっぱり自分の出した賞の作品は、

自分がそこに載っていないとしても、参加しているからすごく熱心に読むんです。賞をし

ていると、百何個か出てきた大量の連作をガーッと読むわけですが、関与していない連作

は何一つとしてないんです。載っていない他の色々な作品も影響して受賞作品や賞として

残るものにつながっているんだ、というのはすごく伝えたいです。 

ほしみゆえさんの受賞作も、ひらがなを多用して漢字をちょっとずつ出すような短歌です

が、それは百何個の中に表記的なところで類似した作品がなかったんですね。もし類似し

た作品があれば、たぶん受賞はなかったような気もするし、そういう目に見えていないと

ころで色々なことが起こっているんです。全部の作品は紹介できないんですけど、選考委

員の中でそういう影響は必ず起きているので、載らなかったから何もないというのではな

い、ということを伝えておきたいです。毎月歌壇もそうですが、似た作品があれば比較す

るので、裏で歌が相対的に動いているというのがあるんです。 

 



【光森】 

相対的に読みだとか結果だとかが変わってくるのは、最初の磁場的な意味での場につなが

る気がしますね。同じような連作があれば、どっちもいいとしても、賞という場において

は、どちらかあるいは両方を落とすように動いてしまう、というところは場につながって

いくという気がしました。 

あと、投稿されている方や、インターネットなどで歌をよく発表されている方、はたしか

に石井僚一短歌賞がどういうもので、それはいわゆる総合誌の賞とはどう違うのか、とい

うことを嗅覚的にすぐ感知して、楽しむという意味で応募しているんでしょうね。私が最

近、面白いと思った話は、ある方が歌集を出された時に、総合誌で書評に載ることよりも、

安福望さんに絵にしてもらえるかどうかというのが気になる、とおっしゃっていたことで、

私としてはすごく腑に落ちたんですよね。私自身も歌集を出しますので、その時に書評に

どう載るのかなと思ったりします。書評にしても色々な取り上げられ方にしてもありがた

いのですが、でもやっぱり私も安福さんのあの本に、なんで私の歌がないのかなとか、い

つ絵にしてくれるのかなとか、気になったりするわけです。それは安福さんが取り上げら

れている絵と組み合わせる短歌が、単にインターネットで見られる歌だからじゃなくて、

こんなところから歌を見つけてきはったんやというところがあるからで、じゃあ、そこに

なぜ私の歌がないんやろう、と気になったりするんですよね。そういった意味では、昔の

塚本邦雄に歌を評価されるかどうか、がかなり大きかったというところが、今は安福さん

がそうなっていると思う人がいてもおかしくないのかな、というのが最近の、全員じゃな

いにしても、歌や歌集を出す方が思う一つの特徴かな、と思ってはいるんです。 

 

【荻原】 

すごい話ですね。でも、安福さんに絵を描いていただけると、とても快いというか心地よ

いというか、いい気分になるので、もちろん間違いないんですが、ただ、絵が上手いとか、

絵がかわいいとか、自分が選んでもらえたとか、単純にそういうことではないんですよね。

あ、この人、読んだんだ、というのが何か分かるんですよね。 

「うたらば」を比較するとまずいかもしれませんが、田中さんはさっき、写真が補助と言

っていましたよね。分かるとか分からないとかの問題で、要するに写真で短歌を解く、と

いう感覚があったと思います。それはもちろん田中さんのメディアの性質上そうなるんで

すが、安福さんの絵は全然、だれかに分からせようとしていないんですよね。分かりやす

く描こうと思ったら、絶対そうはならないという角度から来るので、ああこの人はこの道

筋で読んだ、読もうとしているんだ、という読者の存在感というか、自分の作品に他者の

手が触れてきた、と感じられるところがあるんじゃないでしょうかね。絵解きとして上手

とは絶対に思わないですよ。そういうことではなくて、読者の存在がはっきりするという

ところがあって、そういう意味で好まれるというのは分かります。それは塚本邦雄を比較

するのももしかしたら当たっているかもしれないですね。塚本邦雄も、著作を読んでいる



人は分かると思いますが、とにかく選ぶということがめちゃくちゃ上手いんですよ。それ

はもう他の同世代や後の世代と比較しても、まったく比べられるような人はいないと思い

ます。ただ、解釈するというのが、できていないのか、やりたくないのか分からないです

が、鑑賞や解釈を読んでも全然分からないんですよね。ものすごいギャップだと思います。

選歌のすごさと、解説の大事なところを迂回しているようなものの書き方と。どうして塚

本邦雄の本は、こんなにいい歌がいっぱいあるのは分かるんだけども、その歌についての

情報をくれないんだろう、というのはずっと思っていたんですよね。でも、塚本邦雄もそ

れを読んで選んだというのはその歌を瞬間に分かるというか、そんな角度から何かが見つ

かるのか、というものをいつも見せてくれていたんで、選ばれるとさぞ気持ちいいだろう

なと思いながら、見ていました。やっぱり選ばれるということが、その時はものすごく大

事だったので、安福さんもそれは本当にあるんじゃないでしょうか。 

おそらく、そういう場所は他にもあるだろうし、石井さんの短歌賞をそういうものと感じ

ている人もいるんだろうと思います。だれかが、ある一所懸命さでその作品に触れていく、

ということ自体が業界のような場所に行ってしまうと見えないので、それは切実に求めら

れていることなのかもしれないですね。 

９０年代の終わり頃から短歌朗読が、あることをきっかけに一遍に広がっていったんです

が、朗読することになぜ惹かれるかというと、一番はみなさんの顔が見えるからです。今、

ここで私が作品を読み上げたら、みなさんがどういう反応をするかというのが分かるわけ

です。結社誌とか同人誌とか、何かを出してフィードバックがあるまでのタイムラグがあ

りますよね。印刷メディアが持っているタイムラグに比べて、朗読はその場で何か伝わっ

てくるわけですよね。マイクは通していますが、自分の発した声がみなさんの鼓膜を震わ

せていて、それは大げさなことでもなんでもないんです。その時の反応はやっぱりすぐに

その場から返ってくるわけです。そういう読者の存在、広く言えば「場」ということにな

りますが、反響しやすい場であるというのは大きいと思います。朗読が広まったのも、ネ

ットという媒体が印刷メディア以上に好まれる面があるのもそうでしょうし、単純に業界

の中で評価されていくのではなくて、この人は本気で読んでくれた、あるいは本気で反応

してくれた、というのを求めているのかなという気がします。 

 

【石井】 

それでですね。僕が激推ししているのが歌会という方法なんですね。現場に人がいて、作

者も読者もいて、その場ですぐ返答して、この歌がどうだ、ここがいい、ここが悪い、と

いうことをすぐに出してすぐに返してくれるのが非常にいい。僕もたまに総合誌に載せて

もらうことはありますが、全然反応がなくて。やっぱり読者が見えないと、自分が何をや

っているのか手応えがないので、歌会はその場で消費されてしまうものではありますが、

そこに確実に人がいて、確実に自分の歌を読んでくれる人がいて、確実に他者に自分の読

みを伝えられるわけです。ネットほど大きくはできないけども、その場でそれをちゃんと



できるというのは歌会のめちゃくちゃいいところなので、歌会に参加したことのない方は、

いつかどこかで参加してほしいです。 

 

【田中】 

石井さん、すごく歌会推しますね。読者との距離というところで、ツイッターができてす

ぐの頃は、ツイッター上で短歌を詠んでふぁぼられたかどうかというところで一喜一憂し

ていた時代があったんですよね。でも最近は、ツイッターで短歌を出しているのは botが多

くて、自分の作品を流す人がちょっと減ってきた印象があります。それは、ふぁぼられた

かどうかよりも、読んだ人のどんな風に思ったかという声までを、ちゃんと掬い取りたい

という作り手側の思いがあるからなんじゃないかと思います。すぐにふぁぼが貰えるのは

楽しいんですが、何か物足りないところがあって、簡単に発表するのはやめていってるん

じゃないかなというのは思っています。 

逆に総合誌で出したらおそらく読んでもらえていると思います。読んでいる読者がネット

をやっていないので、感想とかが届く方法が、どうしてもお手紙になってしまって、時間

がかかるというのはあるかもしれませんが。もしかしたら、一読者から「あの作品読みま

した。」という葉書が一枚届いたら、めちゃくちゃ嬉しいかもしれません。 

 

 

【石井】 

お手紙届いていないんで、お待ちしています。 

 

【田中】 

歌集を出して嬉しかったのはそれです。謹呈した方からすごく丁寧な葉書が届いて、それ

が嬉しかったりするんですね。読者の反応が単なる好き嫌いだけでなく、もう一歩踏み込

んだ感想や批評というレベルの打ち返しが欲しいと、ネットで短歌をしている人でさえ、

感じ始めているんじゃないかというのはちょっと思っています。今後どうなっていくのか

は分からないですが、昔、ブログで短歌をしていた時代があって、ツイッターに流れて、

またちょっと最近、ツイッターから離れて長文を書けるメディアで短歌を発表する人が増

えてきている、ということを考えると、それに対しての感想を長文でやりとりするように

なるというところは、ネット上で復活してくるんじゃないか、と思います。 

 

【荻原】 

ツイッターで作品をふぁぼられると素直に嬉しいけど、慣性的になってしまって面白くな

い、ということなんですかね。年末に難しい題を出してもらったら短歌を書きますよ、と

いうのをしていたら、評判良かったんで、めっちゃご機嫌だったんですよ。人間ってそう

いうもんだろうなと自分でも思うんですね。別に感想を直接書いてもらうのでなくても。



少なくとも読んだんだろうな、どこかは分からないけどどこかが面白かったんだろうな、

というふぁぼの反応が楽しかったです。ものすごく話題になって、大勢の人に読まれたと

かもありますけど、そこまでいくと嘘くさい反応、要するに話題性があるからどんどん人

に伝えていって、ということはあるように思えます。でも、ぷちっとふぁぼったのは、自

分がメモして読み直したいとか、そういう感覚が何もなかったらしないと思うので、これ

はいい反応だなと思いながらものすごく機嫌がよくなれるんですね。もちろん、歌会も分

かりますけどね。ただ、石井さんが歌会推しと言うけれど、歌会って推すものでなくて…

… 

 

【石井】 

荻原さんの場合は、どういう感じなんですか？ 

 

【荻原】 

常に周りにあるものかなという気がしていたので、歌会推しというのは新鮮ですね。 

 

【石井】 

時代の問題があって、僕が物心のついた時にはインターネットが栄えているわけです。ツ

イッターとかでうじうじとみんなが独り言を呟いているわけです。で、そこ経由で歌会に

行くんですよ。元々、現場に歌会があって、インターネットができてどうこう、ではなく

て、ツイッターが先にあって、ツイッターで歌会を知って、短歌の現場に出てきて人と会

う、そういう流れができています。そこの捉え方が年代でずれるのかなと思います。 

 

【荻原】 

そうですね。初めに歌会を知っていると、便利なツールがあるからといってメール歌会と

いうメーリングリスト形式の歌会が一時期、歌人の間で広がりました。でも、結局顔合わ

せてないと、情報量が少なすぎて、文字情報だけでやりとりしようと思ったら異常な量に

なるわけで。それで限界があるので、ある程度のとこで端折って伝えるとですね、誉めた

つもりが作者はカチンときて、殺伐とした雰囲気になったとか、そういうことがよくあり

ましたし、今もやっぱりメールだと起き得るんじゃないですかね。そうなると、やっぱり

元々の対面のスタイルが一番いいのかなという意見は出てきているとは思いますが、最初

にネットがあって、というのは特殊なことではなくて世代的なものでしょうか？ 

 

 

【石井】 

特殊じゃないと思います。 

 



【田中】 

最近はそっちの方が常識じゃないですかね。 

 

【石井】 

大学短歌会もやっぱりツイッターとかで呼びかけるんです。たぶん最初は一人か二人かは

面と向かってするんですが、その上で「来ませんか？」という感じで短歌会が発生してい

るので、ツイッターが先だと思います。 

 

 

【荻原】 

学生の短歌会は本当にそういうところがあるんでしょね。１９８７年に全国学生短歌シン

ポジウムという会を名古屋で主催したことがあるんですが、今だったらものすごい人数に

なる気がします。当時は２、３０人という少数の学生たちや、あるいは学生に近い年齢の

若い層ががんばってやっているのを、上の世代の人たちが温かく見守る、という妙な空気

がありました。仲間を探すのがもう全然、大変だったんですね。 

今は、ツイッターで何かを呼び掛けても、みなさんものすごく反応いいですからね。何に

対しても反応するということではないですが、このイベントもおそらく、多くの方がツイ

ッター経由で来られているんじゃないかと思いますし、そういうのは確かに現代の状況な

んだろうと思います。 

 

【光森】 

ありがとうございます。石井さんがインターネットからスタートして、リアルで会う歌会

に向かっていくのがすごく面白いなと思いました。逆に荻原さんは、歌会だとか、実際に

人と会う、そういった場がインターネットを使ってさらにどうやって広げていくかという

ことに挑戦されたと思うんですね。 

で、最初に荻原さんがおっしゃっていたことに戻りたいのですが、自分たちが既存の歌壇

や総合誌に「場」がないからやってきた、ということが良くも悪くも歌壇に吸収されてい

くというところがあったと思います。そうすると、荻原さんが実際に世に送った斉藤斎藤

さんや、歌葉や「短歌ヴァーサス」の世代の人たちがいわゆる総合誌で大活躍していく、

というところでは「短歌ヴァーサス」の役目は一旦、終わったのかなと思いますが、じゃ

あその先、荻原さんは何をしていくのか、もうしなくていいのか、という話があると思う

んですね。 

石井さんは、実際に学生短歌会はもう色々なイベント等に引っ張りだこになっていて、既

存の総合誌だとかに、もう吸収されていっていますよね。じゃあ、その中で石井さんがや

っていくのは、歌会という世代によっては誰しもがやってきたことで、それでいいのかと

いう話があります。 



それから、ましろさんは、グラビアなどの組み合わせは総合誌の企画でもされましたし、

ずっと「うたらば」が新しくあり続けるのか、その先を目指していくのか、それとも一旦、

既存の歌壇に対する影響は終えたのか、という話があります。 

そのあたりを絡めまして、今後どのように新しいことをしていきたいのか、というところ

を順番に聞いて、まとめたいと思います。 

 

【石井】 

僕はまだ、「毎月歌壇」もはじめたばかりだし、石井僚一短歌賞というものも一度しただけ

なので、とりあえずこれを継続して、どういう景色が見えるくるのか、というところです

ね。歌会については延々とやっていきたいと思っています。参加者が違えば、雰囲気も違

います。個別の人間が一人一人やって来ているので、同じことをしているわけではなくて、

毎回違うことなので、やめる理由もないかな、というふうに思います。歌会についてはも

っと色んな人に開いてほしいですね。僕の役割のようなところをどんどんやってくれる人

がたくさんいれば、僕も躍起になってしなくてもいいので、みんなが石井僚一みたいにな

れば、面白い世の中になります。いや、それはちょっと恐いですね。とにかく色々なこと

が勃発すれば楽しいです。 

 

【田中】 

「うたらば」もそうですが、短歌の集まる場は時代とともにどんどん古くなっていきます。

ネットに依存しているものは特に。どんどん新しいものが出てきて、場のそのものが古く

なっていく、という懸念はあります。実際、２０１０年にブログパーツ短歌と名前を付け

ましたが、もしかしたらもう「ブログパーツって何？」という人が現れてくるんじゃない

かと思います。「ファミ通のファミって何？」という人が実際にいるのと一緒ですね。場の

責任して、届けるためには場を整備しなければいけないという点で、わからない人が現れ

る前に何か手を打たなくてはと思っています。うたらばの公式アカウントから短歌を流せ

ば３０００人くらいフォロワーに届くのはいいんですが、発表される場としては、古くな

るブログパーツではなくて、例えばアプリにして、アプリを開いたら短歌が流れてくるな

ど見てもらう場をもう少し読者に身近なところに持っていけないか、ということを考えて

いて、いまはアプリの勉強をしています。 

あと、石井さんが歌会推しだとすると、僕は投稿推しです。僕の場合は「夜はぷちぷちケ

ータイ短歌」で加藤治郎さんたちに選をされたことによって短歌の勉強をしたという経緯

もあります。色々なところに短歌を投稿して、新聞でも「毎月歌壇」でも、何らかの媒体

に名前が載って、読者に名前を憶えてもらえる。短歌を作る機会という意味でも、みなさ

ん投稿先を探してやってほしいな、というふうに思っています。その際の投稿先の一つと

して「うたらば」をよろしくお願いします。 

 



【荻原】 

そうですね。歌会にしても、投稿にしても、自分が参加なり継続なりすることで、とても

気分よく居続けられるようなものとして挙げてらっしゃるんだろうと思います。昔から言

われていることで、事実そうなんですが、短歌は継続していくのが非常に難しい面がある

んですね。とにかく普通の日本語じゃないので書きづらい。書いたところで人がすぐに誉

めてくれるわけじゃないし、なかなか上手くならないし、大変なことが多いジャンルです。

その中で、何らかの形で一カ月に一回くらい、自分が気分よくなれるような場所を見つけ

ていくスタンスが、本当に大事なんじゃないかなと思います。 

「場」が持っている大事な要素の一つだと思います。僕も歌会やその他の会に関わってい

る人たちに、「自分のペースで参加してくださいね」ということをよく言います。「この会

はすごくいいから毎回来てね」とは言わないです。もちろん自分はいいと思う場所を全力

で作ろうとはしていますが、その人に合うかどうかは全然別の話で、その人のペースを崩

すくらいなら来ない方がいいと思います。自分がその人に来てほしいと思っていても、や

っぱりペースを崩しちゃだめなんですよね。気持ちよくそこの場に参加できないと。 

このイベントには言葉があまり良くないかもしれませんが裏方さんのような仕事をしてく

ださっている方もたくさんいらっしゃいますが、その人たちもたぶん何かのモチベーショ

ンがあると思うんですよね。よく聞く話で、結社の全国大会で受付をしたらその人がもの

すごく生き生きとした作品を書くようになった、という話があって、実際にそういうこと

があるんですね。受付に限りませんが、そういう何か人が書く時のモチベーションやテン

ションを高くしてくれる「場」みたいなものもあります。 

具体的にこれからこういうものをやっていくというよりも、今日のようなイベントである

とか、そういった「場」を自分でできる範囲で作っていく、というのは今までとはまた違

うスタイルでやっていきたいと思っています。その時に必ずしもガリガリに短歌のことを

やらなくてもいいかな、とは感じています。短歌の「私」について、今日東京の方で批評

会をやっていますが、そういう場ももちろんいんですが、みなさんがもっと軽いノリで片

手にビール缶を持って聞いている「場」があっても別に構わないと思うんです。とにかく

何らかの形で書き手を刺激するような「場」が今、もっとあってもいいかなとは思ってい

ます。 

元々、短歌は個人の内面から発した読者の側からは見えない領域にある何かを想定してい

たと思うんですが、今はそれば全然違うということが表に見えていますよね。さっき題詠

の話をしましたが、題詠は本人の中には何もない状態でどこかからやってくるわけですよ

ね。まったく作者の内面とは縁のない言葉が作者に刺激を与えて、そこから作品が生まれ

るということがありますよね。こういう「場」がおそらくそういった機能を誘発するもの

なんじゃないかと思うんですよ。みんなで集まってお酒を飲んでいても、そこでやっぱり

短歌の話が肴になっているんだったらいいんじゃないかなという気がします。今のところ

具体化していないですが、牛さんに色々教えてもらいながら、そういう楽しい場を僕も色々



考えていきたいと思っています。 

 

【光森】 

ありがとうございます。私は今日、沖縄から来て、石井さんは北海道から、荻原さんは愛

知、田中さんは大阪ですので、短歌が色々なところに広がっていて、決して東京中心では

ないところで集まってこういう話ができたのはすごく楽しかったと思っています。 

沖縄という文脈から話すと、沖縄からこちらのことを何と言うかをいつも迷うんです。よ

く言われるのは「内地」ですが、通じないことが多いので「本土」という言い方をよくし

たりします。それぞれにニュアンスがあって好みも違いますが、私は「本土」という言葉

はすごく嫌だなと思っているんです。本土の「本」は英語では mainだと思うんですね。そ

うすると周辺的なものは sub に当たります。言葉的には main は sub がなくても生きていけ

る存在のような気がしているんです。私はどちらかと言えば「内地」という言葉が好きで

す。「内地」に対しての外側は「外地」に当たります。内地と外地ではどちらが優位という

のはないと思っています。外地は日本という単位で見ると周辺ですが、世界という単位で

見てみると他所の内地から見た時の入り口だったりするんですね。 

綿密に定義はしていませんが、いわゆる既存の歌壇があって、それに対して新しいことを

やっていくということが mainではない subという扱いではなくて、内側と外側という存在

で、外側である新しい企画やイベントの「場」がさらに外から新しい人を内地に連れてい

くような、それぞれがお互いに影響し引っ張り合いながら短歌という世界が分厚くなった

り広がったりしていくことがとてもいいことだと思っています。 

今日は「アウト！」とかも言いましたが、あくまでも司会という立場なので。自分自身も

新しいことをやっていくべきなのかなと思いました。参加させていただいて、そこが一番

勉強になって非常にありがたいと思ったところです。本日はまだまだイベント続きますし、

みなさんとこれからの新しい「場」ということについて話せればいいなと思っています。

本日はどうもありがとうございます。 

 

（文字起こし	 牛隆佑） 


